
11月,合流点から左岸の径にはいる.快晴恵のに薄暮かと感ずる森林LZ)繋 bようで,どこを歩

いているのか見当がつかをい｡ どうやら支谷へ碑み込んでしまDたらしいが,よくわからぬo確か

に本省と思う所まで戻って.薮をくぐ少,谷底へ出,流れをさかのぼることにする.あちこちに腐

って谷壁からず b落ちた木馬道の材木と倒木が.出水の際に流されて棲み重な9,谷をとざす高さ

2- 5mの逆茂木と覆っているO所々に2-5段の滝があって,その中途に家ならば5階建ぐらい

の大岩塊が突立っていた9,岩壁が両岸から巾2mに追 った りして,なかなかス リリングである｡

破砕帯 も数カ所で見た｡がそれよDも何 よりも,頗母本谷の人気の無さ,その幽 其々々たる寂馨感

･隔絶感にすっか b魅せ られてしまった.

宿へ帰って訊ねられるままに,全然陽の射さないような谷ですよというと,老齢の女主人が.磨

母日影 とい うことばがあったとtJlう｡ 頗母山の山陰の木骨川ぞいの昔の路は,年中日のあたること

がをく,それでその部分をそう呼んだのだとのこと.木曾路の険岨さは今は僅かに｢犬帰｣の地名

に偲ばれるだけだが,幽暗な腰母日影の面影はまだ多分に木谷に残っているのではなかろうか｡ 1

日おいて私は,今度は源流部から左岸の歩道を下った｡今年もまた行 くつもりでいるo 私の裡に生

きつづけている原人の耳に,腐母本省の呼ぶ声が聞えるから.

強 歩

幸 田 清 書

ときどき強歩をやって,ひとDJE兎に入ることがある｡月のある夜夜ど千歳鳥山の駅を降bると途

端に空気がか ぐわしく,空がぬけるように澄んでいて心楽 しいとき,強歩したい衝動にかられる｡

前方に若者が澗歩していると競争心がか きたてられる｡誰かに追いぬけ られると決定的に強歩体制

にはいる｡オリンピ･yクで競歩に優勝して,ゴール前のフィール ドへ飛びだした奥さんと抱擁して

歌書 したあのイギリス青年の姿勢の真似であるO上体を真直 ぐに胸をはb,つまさきで地につ くと

ころへ睦を下 し,息を小刻みに憂えてテンポを速めるだけでよい.大地がスイスイ後ろへいく,黒

い影が前へとぶ,めざす相手を抜き返したときの気持は悪 くなho敵もさるもの,やられたと感付

くことがあるらしくグイグイ迫って くる場 合がある. こんな時には早 くうちへ着 きたいと思う.逮

中で道をそれたらしく足音が小さく怠るとヤレヤレと思う. 玄関の扉をあけた途端に両足がひどく

からみ合う｡千鳥足のようを振幅の大きいもので惹く,早足で-直線上をいくあのもつれ方だ.秦

めて平静を装っていても大法家内に見依 られるO ところが実を言 うと,その子供のようなと言われ

ることが気に入って強歩が止められ夜いのだ.コムラガエ 1)を起しますよとも言 う. しかし私には.

長距離の強歩でもコムラガエ リに関係がたいようだ｡数年前,黒姫の開発計画を手伝って信濃町に
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いたとき,三人で町はづれから野尻湖畔まで歩いたことがあるOレゝつの間にか私は強歩,若き女性

は駆け足,若き男性は緩歩と駆け足と小休止といった三人三様での競争をやって.息は私が最も平

静だった.だからすぐその足で湖畔でふ夜釣 bをやb,私は目の下八寸の大ふ恵を釣 り上げられたo

その晩,足がひきつ bますよとかどされをが ら寝についたが,野尻湖ホテルで朝まで何ごともた く

グ ッス リ休めた｡

- コムヲガエリといえば,昨年の冬,ブラジルで福井さんと同じ夜同じ時刻にコムラガエシを

やD,明朝足をさす っていて'それを互に白状したことがあるO コムヲガエリは疲労もさることを

がら,気候と食物とその他がそれに関係して綜合されたある状態に適したときに起るように思われ

る｡ 一

喝歩のくせは金沢時代についたようだO時の学長,医学の大家が老化と速歩の相関を言ったこと

から私の強歩がはじまった｡それに私は,人間は老化するほどからだの輪郭がぼやけてくるように

思う. ところで強歩は輪郭を絶対にぼやけさせない.つまb強歩は老化-の抵抗であると思ってい

る｡だから子供のようなと言われると嬉しいのである｡

片思いの無音の敵慢心を存分に燃やせる千歳鳥山から自宅までの碩歩六分距離は私には天恵であ

る｡

秀 吉 と 気 候

福 井 英 一 郎

突飛を表題でいささか恐縮ながら,ここでは豊臣秀吉と気候が直接に結びつくとい うのではをく,

内容的にはむしろ ′戦争 と気候 pとでも言 った方がよいと思われるが,気候を巧みに利用した秀膏

をとb上げてみたL,iのである.

古来気象と戦争はつきものであったようで,日本に例をとっても元冠の時の神風によるモンゴー

ル軍の退散をはじめとして,川中島の合戦 (雰)その他歴史上に多くの記魚が見られ,比較的近い

時代では日本海海戦 (顔)を奉天大会戦 (黄砂による風塵)をどがあげられる.またこれとは逆に

戦争によって気象学が進歩を早めたことも事実であD,天気図はクリミア戦争を餐機としてフラン

スでは じめられたもの,さらに今世紀の初めに気象学に革命的の変化を与えたと言われる前線論も,

間接的とは言え,結局は第一次世界大戦の産物とも考えられよう,それは戦争のために外国からの

気象情報を絶たれたノールウェイが自国内の観測網を極度に嗣密化した時に偶然にも気温その他の

特性分布が地上である線を境にして急変する事実が発見されたことに源を莞している｡前線の原語

〟front 〝という言葉それ自体が既に当時の軍隊用語であったことと考え合せて興味が深 く,こ
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